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研究成果の概要： 

チョーサー（Geoffrey Chaucer）の『ボエス』(Boece) 諸刊本のテクストデータ入力を行い、

その共通点・相違点について包括的に整理するという研究計画に基づき、本研究課題を実践し

た。整理のためにパーソナル・コンピュータ（以下パソコンと略す）を利用し、下記のように

研究を進めた。 

(1) Benson版 (The Riverside Chaucer (Boston: Houghton Mifflin, 1987)), (2) Robinson版(The 

Works of Geoffrey Chaucer (Boston: Houghton Mifflin, 1957)),(3)Skeat版（The Works of Geoffrey 

Chaucer, (Oxford: At the Clarendon Press, 18941, 19002, 1963)）のテクストデータを比較分析するた

めに、各編集テクストの入力を終了した。それぞれのテクストが容易に比較できるようにパソ

コンでテクスト処理をした。つまり、各テクストの顕著な特徴をパソコンによって十分に把握

することを可能にするために、まず各行が対応しているテクストを作成し、前研究（コンピュ

ータによるチョーサーの『薔薇物語』諸刊本の計量的比較）で開発済みのテクスト比較プログ

ラムによって一覧表を作成するところまで漕ぎ着けた。 

各テクストを行単位で出力し、単語が共通するところと違うところが一目で把握できるよう

な冊子とアルファベット順に並べた語彙のインデックスを、平成 20年度に作成した。 
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１．研究開始当初の背景 
(1) チョーサーの The Canterbury Tales（『カン
タベリー物語』）諸刊本について計量的比較
を行った。その成果は『コンピュータによる
チョーサーの「カンタベリー物語」諸刊本の
計量的比較』（平成５年度 科学研究費補助金
（一般研究（C))研究成果報告書、研究代表
者 地村彰之、広島大学学校教育学部）, 
1994.3 （共同研究につき本人担当部分抽出
不可能）として発表した。 
  
(2) チョーサーの The Canterbury Tales 諸刊
本の中で、F. N. Robinson版テクストと N .F. 
Blake 版テクストについて各行ごとの比較を
試みた。その成果は、科学研究費補助金「研
究成果公開促進費」を受領して、A. Jimura, Y. 
Nakao and M. Matsuo, eds. A Comprehensive 
List of Textual Comparison between Blake's and 
Robinson's Editions of The Canterbury Tales 
(Okayama: University Education  Press, 1995) 
という形で出版し公表した。 
 
(3) チョーサーの Troilus and Criseyde（『トロ
イラスとクリセイデ』諸刊本について計量的
比較を行った。その成果は『コンピュータに
よるチョーサーの「トロイラスとクリセイ
デ」諸刊本の計量的比較』（平成 7 年度- 平
成 8 年度 科学研究費補助金（基盤研究
（C)(2))研究成果報告書、研究代表者 地村
彰之、広島大学学校教育学部）, 1996.3 （共
同研究につき本人担当部分抽出不可能）とし
て発表した。 
 
(4) チョーサーの代表作である Troilus and 
Criseyde（『トロイラスとクリセイデ』）につ
いてもテクスト比較研究を試みた。その成果
は、科学研究費補助金「研究成果公開促進費」
を受領して、A. Jimura, Y. Nakao and M. Matsuo, 
eds. A Comprehensive Textual Comparison of 
Troilus and Criseyde (Okayama: University 
Education Press, 1999)という形で出版し公表
した。 
 
(5)チョーサーの夢物語詩諸刊本について計
量的比較を行った。その成果は『コンピュー
タによるチョーサーの夢物語詩諸刊本の計
量的比較』（平成１１年度- 平成１２年度 
科学研究費補助金（基盤研究（C)(2))研究成
果報告書、研究代表者 地村彰之、広島大学
文学部）, 2001.3 （共同研究につき本人担
当部分抽出不可能）として発表した。 
 
(6) Troilus and Criseyde以前に書かれた夢物語

詩 The Book of the Duchess, The House of Fame, 
The Parliament of Fowlsの諸刊本のテクスト
比較研究を行った。その成果は、科学研究費
補助金「研究成果公開促進費」を受領して、
A. Jimura, Y. Nakao and M. Matsuo, eds. A 
Comprehensive Textual Comparison of Chaucer’s 
Dream Poetry (Okayama: University Education 
Press, 2002)という形で出版し発表した。 
 
(7) The Legend of Good Women （『善女列伝』）
諸刊本の計量的比較を試みた。その成果は、
『コンピュータによるチョーサーの『善女列
伝』諸刊本の計量的比較』（平成１３年度～
平成１４年度 科学研究費補助金（基盤研究
（C）(2)）研究成果報告書、研究代表者 地
村彰之、広島大学文学部）, 2003. 3 （共同
研究につき本人担当部分抽出不可能）として
発表した。 
 
(8) The Romaunt of the Rose『薔薇物語』諸刊
本のテクスト比較を行った。その成果は『コ
ンピュータによるチョーサーの『薔薇物語』
諸刊本の計量的比較』（平成１７年度～平成
１８年度 科学研究費補助金（基盤研究（C））
研究成果報告書、研究代表者 地村彰之、広
島大学大学院文学研究科）, 2007. 3 （共同
研究につき本人担当部分抽出不可能）として
発表した。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、コンピュータを利用し、
ジェフリー・チョーサーの英語の語彙・統
語・文体を総合的に研究し、チョーサーの 
textual criticismに貢献することにある。  
 
(2) 今回 Boece諸刊本を比較することによっ
て、初期作品群のテクスト、Troilus and 
Criseyde, The Canterbury Tales, The Legend of 
Good Womenとの言語的連続性を見いだし、
ひいてはチョーサー自身の言語再建への糸
口を見つけることを目的とする。特に今回は
チョーサーの散文の言語についてテクスト
比較を試みることによって、チョーサーの言
語を総合的に見ることをめざしている。 
 
３．研究の方法 
(1) 上記研究目的を達成するために、『ボエ
ス』諸刊本のデータ入力を行い、その共通
点・相違点について対照的に整理する。この
整理のためにパソコンを利用し、下記の手順
で研究を進める。Boeceの Benson版 (The 
Riverside Chaucer (Boston: Houghton Mifflin, 
1987)), Robinson 版  (The Works of Geoffrey 



Chaucer (Boston: Houghton Mifflin, 1957)), 
Skeat 版 (The Works of Geoffrey Chaucer 
(Oxford: OUP, 18941, 18992, 1926,1952, 1963)と
いう３つのテクストデータを比較分析する。 
 
(2) テクストの語彙に主たる焦点を当てて、
テクスト比較ができるようにパソコンで処
理し、特に相違がみられるところは、写本に
さかのぼって調査しその理由について考察
する。このためのプログラムについては、共
同研究者松尾(1994)の手法と成果を利用した。 
 
(3) 連合王国、Oxford 大学セントピーターズ
学寮 Hoad教授に研究経過を報告し、指導・
助言を受けた。 

 

４．研究成果 
（1）データ入力及び整理、語彙文体調査を
する。研究分担者松尾は、プログラムの作成
及び計量分析をし、データ入力後、各編集テ
クストの異同が一目でわかる冊子を作成し
た。 
 
（2）地村彰之、中尾佳行、松尾雅嗣の 3
名が 2008年７月、連合王国・スウォンジー
大学で開催された第１６回新チョーサー協
会国際大会（平成 20年 7月 17日～平成 20
年 7月 23日）に出席し発表した学会での成
果の意義・波及効果は以下のとおりである。
(a) Collation という方法とそれに基づく統
計的実証データを提示した報告は高い評価
を得、本研究が国際的にも最先端をいくも
のであることが確認できた。また、報告に
対する質問、例えば写本における飾り文字
の一瞥の出現頻度に関する質問や評言は、
今後研究方向を考える上で大いに参考にな
った。 
(b) Estelle Stubbs博士などチョーサーの写
本研究の専門家との意見交換は、本研究の
進展に大いに参考になった。 
(c)本研究は、世界におけるチョーサーの本
文校訂研究に大きく貢献するものであると
考えられる。 
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